
チーム再起動 事務所

1期 4年、強いリーダシップと不退転の決意で実行
3年で市民病院の赤字半減　10億円→5億円
3年で総額 15億円の人件費削減

こうすれば高砂は変わる！

大義のために起つ

〒676-0082　高砂市曽根町764
TEL / FAX：079-448-1981

メール：takasagosaikido@yahoo.co.jp 
Web サイト：www.kakotokiharu.net
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・民間の経営感覚を発揮して無駄な経費や人件費を削減。
・トップ交渉で大学病院をはじめ全国を飛び回り、
　医師を集め増収をはかる。

 再起動マニフェスト     vol.2

これでいいのか高砂市 !? ～その 2～

加古ならこう
する！

代表 加古ときはるの提言



「あなたが市長だったら、
どんなマニフェストを作りますか？」

おしらせ
■代表の駅前活動予定表

2 日はココ !

私たちは、みなさまから寄せられた声に対して、ニュースやウェブで「回答」をきちんと行ないます。
高砂再起動のブログやメールまで、みなさまの声をお寄せください。
ブログ：http://blog.livedoor.jp/takasagosaikido/　メール：takasagosaikido@yahoo.co.jp

■マニフェスト勉強会予定表

1 日はココ ! 4 月 1日（火）
神爪自治会館（夜 7時～） ※いずれも朝 7時～8時（土日は行ないません）

（他の地域でも、同時間帯に仲間が配布しています）

JR 宝殿駅

市民からの 1000 の政策提言募集中

■加古ときはる（元高砂市議会議長）プロフィール
高砂市曽根生まれ。高砂育ち。31 歳の時に特殊履き物メーカーを起業。苦労を重ねながら、地域の
中堅企業に成長させる。ラブホテル建設反対運動に取り組んだ PTA 活動をきっかけに高砂市議会
議員になり、以後6期24年活動。民間企業経営の視点から財政問題、行政改革提言を得意分野とする。

病院立直し特集！

みなさまから寄せられた、「1000 の提言」の一部をご紹介いたします。

■ 市民病院の医師が辞めていかないように。
■ 市民が行かない病院でいいのか。安心してかかれる先生を。
■ 高齢者がこれから多くなっていくが、病院が少なく不安で仕方がない。
■ 公設の病院で産婦人科がないのは安全・安心に暮らせる街とはいえない。
■ 市民病院の看板をもっと見やすくして欲しい。

　元気な高齢者をより元気に生かせるために市内巡回バスの運行をはかり、
荒井浜公園・向島公園・市の池・病院等々へ、安価で気軽に出掛けられるよう
にする。引きこもり高齢者にならないために。

　バス路線の充実は以前から課題となっていますが、なかなか実現ができていま
せん。特にコミュニティバスの路線改編は必要です。例えば加古川市への路線な

ども検討する必要があるかもしれません。
「市のコミュニティバスの充実～市外路線も検討～」として受け止めます。

提言

答

メールをいただきました。それに対する加古代表の回答です。


